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グローバル化の進展にともない、国民国家の結節点としてあった都市はいまや異なる諸主体、異
なる諸階層が交差し、交感し、交流する共存的世界を招来し、そのありかた自体が問われている。

本書は、かつてない変容を迫られつつある都市的世界の「いま」を、理論と実証を踏まえ、公共
圏、サステイナビリティ、ガバナンス、ジェンダー、シティズンシップなどさまざまな側面から
問い直す。
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